府中市告示第　１３７　号
　府中市農耕作業用自動車等格納施設設置支援事業補助金交付要綱を次のように定める。
　　令和５年８月２９日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　府中市長　小　野　申　人
　　　府中市農耕作業用自動車等格納施設設置支援事業補助金交付要綱
　（趣旨）

第１条　この要綱は、平成３０年７月豪雨により橋梁が被災をし、又はそれを原因とし撤去され通行不能となったことにより、農耕作業用自動車により所有する農地への往来が困難となった農地の所有者等が、農業生産維持及び農業経営の安定を図ることを目的に行う農耕作業用自動車等格納施設の設置に要する経費に対し、市長が予算の範囲内において府中市農耕作業用自動車等格納施設設置支援事業補助金（以下「補助金」という。）を交付することに関し、府中市補助金交付規則（令和４年府中市規則第２７号）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。

　（定義）

第２条　この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。

⑴　農耕作業用自動車　乗用できる農業用自動車をいう。
⑵　格納施設　農耕作業用自動車及びそれに付随する機具を格納する施設をいう。
⑶　農地　耕作の目的に供される格納施設の設置が必要な土地をいう。
⑷　被災橋梁　平成３０年７月豪雨で被災した鴫谷橋及び撤去された落合大橋をいう。
　（補助対象者）

第３条　補助金の交付の対象となる者は、次に掲げる要件を全て満たすものとする。

⑴　被災橋梁が利用できなくなったことにより農耕作業用自動車での迂回が必要となり、農地への往来が困難となった農地の所有者又は耕作者
⑵　補助金の交付を申請する時点において、府中市の市民税及び税外収入金（延滞金を含む。）について、未納がないもの
⑶　過去にこの要綱による補助を受けていないもの
　（補助対象事業）

第４条　補助金の交付の対象となる事業（以下「補助対象事業」という。）は、次の各号に掲げるものとする。

⑴　格納施設の購入

⑵　格納施設を設置する工事

⑶　格納施設の設置に付随して行う関連工事（基礎工や進入路等）

　（補助金の額）

第５条　補助金の額は、補助対象事業に必要な金額の２分の１以内の額とし、別表に掲げる額を上限額とする。ただし、１，０００円未満の端数は、これを切り捨てる。

第６条　補助金の交付を受けようとする者（以下「申請者」という。）は、府中市農耕作業用自動車等格納施設設置支援事業補助金交付申請書（別記様式第１号）に次に掲げる書類を添えて市長に提出しなければならない。

⑴　補助対象事業に係る見積書の写し
⑵　格納施設を使用する農耕作業用自動車の写真
⑶　農地等の所有者を明らかにする書類（登記事項証明書、固定資産税評価証明書等）
⑷　申請者が農地等の所有者と異なる場合にあっては、補助対象事業の同意書（別記様式第２号）
⑸　市税完納証明書又は市税納付状況照会承諾書（別記様式第３号）
⑹　その他市長が必要と認める書類
　（補助対象事業の完了報告）

第７条　交付決定者は、補助対象事業が完了したときは、速やかに府中市農耕作業用自動車等格納施設設置支援事業実績報告書（別記様式第４号）に次に掲げる書類を添えて市長に提出しなければならない。

⑴　着手前、工事中、及び完了時の状況がわかる写真
⑵　交付決定を受けた農耕作業用自動車を格納施設に格納した写真
⑶　契約書及び領収書の写し
⑷　その他市長が必要と認める書類
　（委任）

第８条　この要綱に定めるもののほか、補助金の交付に関し必要な事項は、市長が別に定める。

　　　附　則

　（施行期日等）

１　この告示は、令和５年８月２９日から施行する。

　（失効）

２　この告示は、令和１６年３月３１日限り、その効力を失う。

　（経過措置）

３　この告示が効力を失う際、現にこの要綱の規定に基づき補助金の交付決定を受けている者の事務手続等に係る規定は、当該事務手続等が完了するまでの間、なお効力を有する。
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